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この新聞は、本校生徒と保護者に進路情報発信のためのものです。
保護者の皆様へ



　　



　進路室は本館２階の職員室前あります。上級学校の資料や赤本、卒業生の課題研究論文、職業に関する情報誌、英字新聞などが置いてあり、開室している時はいつでも閲覧・使用ができます。キャリアデザインや総合、課題研究、自己の進路に関する情報収集に活用してください。ただ、貴重な資料が多いので、原則として資料は持ち出さず、進路室内で閲覧してください。進路相談についても、いつでも可能です。今年度もキャリアコーディネーターの池田美奈子先生が進路室に在室しています。気軽に訪ねてみてください。
　また、進路室前に置いてある雑誌、冊子、新聞、パンフレットなどは持ち帰り自由ですので、興味があるものは積極的に手に取ってみてください。
○利用時間 休み時間、昼休み、放課後、授業の空き時間(３年次生)
○担当教諭 金子 敬太(日本史)　増田 智恵美(英語)　池田 響子(国語)  保立 茉奈美(国語) 
吉田 貴子(家庭)  森 菜花(世界史)　渋澤 拓真(日本史)　大久保 八千代 (英語)
　　　　　　※キャリアコーディネーター：池田 美奈子（英語）

○担当業務

１年次担当(渋澤・金子)　 ２年次担当(池田響・池田美)　 ３年次担当(増田・保立・吉田)

　　大学(増田・保立) 　　　  専門学校(吉田・渋澤) 　　　  就職・公務員(保立・池田響) 
看護・医療(保立・増田・池田美)　 奨学金(吉田・増田)　 週末課題(森・金子)
留学関係(大久保)

　　　　　　　　　　　　　　　　　
自習室も積極的に利用してください。東館２階にあり、個別の自習ブースと、円形テーブルの自習ブースとに区切って配置してあります。利用は休み時間、昼休み、放課後、授業の空き時間(３年次生)で、利用者は利用ノートに必ず日時と氏名を記入してください。持ち出しは厳禁ですが、自習室内の赤本やセンター試験の過去問等は利用できます。利用方法やマナーが悪いと、使用ができなくなりますので、きまりを守って使用してください。休日の使用については、担当の先生を見つけてお願いし、許可が出れば使用可能です。１，２年次生も積極的に利用してください。



例年同様に、今年度も保護者の皆様に対して進路関係の情報発信を積極的に行っていきたいと思います。その一環として、下記の日程で進路ガイダンスを開催いたします。詳細は後日お知らせいたします。奮ってのご参加をお待ちしております。

○第１回保護者進路ガイダンス

日時：６月１９日(土)１３：３０～１５：００(予定)

内容：１部【最新の進学動向】（予備校講師による講話）

２部【進学マネー講座】（外部講師による講話）

　　
　本校進路部の業務の大きな柱は、以下の２点になります。


キャリア教育の推進


学力向上に向けた支援


どちらも日々の授業だけでなく、休み時間の相談等も含む全教育活動において行っていきます。また、自らの力で進路を切り拓き、将来社会に貢献することのできる人材を育てるべく、


【自己・他者・職業・地域・異文化に関する探究的な学習に取り組み、主体的・積極的行動力を養うとともに、社会に貢献しようとする態度や能力を育成する】を本校のキャリア教育の目標として定めています。この目標を達成するために、各年次ごとの細目を設定して、キャリア教育・進路指導を行っています。


◎１年次では「自己を知る・社会を知る・職業を知る」をテーマに、自分の興味・適性について知るとともに、日本の社会や職業についての知識を深め、自分が社会とどう関わっていくかを考えます。


◎２年次では「他者を知る・自己の役割を知る・表現する」をテーマに、他者の価値観や個性を認め、集団の中での自分の役割を知り、一丸となって目標達成のためにとる行動について考えます。また、表現力の育成に取り組み、３年次での進路実現に向けた志望理由書等の文書を書く力を身に付けていきます。


◎３年次では「社会の中での自己の役割を見つける・課題を克服する」をテーマに、全員が５，０００字に及ぶ論文を作成します。自分の興味・関心・進路に応じて、または疑問に感じていることを研究テーマとして、自分が社会のために何ができるかといった視点を重視して、課題を解決する能力を育成します。


キャリア教育目標のもと、１年次から３年次までの系統的な方針・活動により、生徒全員の進路実現のために取り組んでいきます。さらに、もう一点重要なことがあります。それは、学力がなくては、社会貢献についても進路選択についても、その可能性や選択肢が限られてしまうということです。そのため、学力向上に向けた支援についても、力を入れていきます。　　


具体的な取り組みとしては、週末課題、学習合宿、論理言語力検定、夏休み・冬休みの講習、上級学校ガイダンス、実力テスト、講習･補習など様々です。しかし、学力向上に関する最重点は、授業に置かれます。イベント的な取り組みより、毎日の積み重ねが大きな力になります。世田総は、職員一同、研鑽に励み、いつでも生徒の皆さんの意欲に応え支援できるよう、準備・指導しています。そして、学校と家庭が一体となった取り組みをより進めていくことが、生徒の成長・進路実現につながると考えます。保護者の皆様も、在校生が“自立した学習者”として進路実現するための、ご協力とご理解を何卒よろしくお願いいたします。
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